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研究成果の概要（和文）：芸術の受容者の鑑賞行動に関する史的な研究については、たとえば近
代文学史におけるアンケートに基づく読者調査のような基礎的な資料を欠くところから、研究
対象にどのようにアプローチするのか、学術的な方法論が問題である。これに関連して研究対
象である受容者の様態を検証することも重要である。本研究においては、共同研究により、従
来に顧みられなかったカメラ雑誌の月評など、資料の発掘を含めてその方法論が多様であるこ
とが明らかとなり、むしろ研究として今後十分な展開の可能性があることが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：To promote study on reception of arts and appreciation activity from 
historical viewpoints, methodological discussion how to approach the object is of 
paramount importance for lack of basic sources such as questionnaire researches on 
readership in history of modern literature.  In this connection, it is also vital to how to 
define types of reception of arts.  Our collaborative study elucidated that various 
approaches to reliable sources and documents such as hitherto neglected monthly reviews 
in a camera journal are possible that studies on reception of arts possess a good potentiality 
for further investigation. 
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１． 研究開始当初の背景 
現代における芸術が置かれた状況はマ
スメディアと大衆社会を抜きにしては
論じることができない。たとえば、美術
館博物館での受容を考えるとき、どのよ
うな社会階層に属する観者がどのよう
に展示品を見ているのか、そしてその作
品を見ること、さらに作品についての言
説を読むという体験はどのようにして
蓄積され、伝達され、定着するのかとい
うことが問題になる。 
しかも、現実の社会では、絵を見る人
間は映画も演劇も観る。こうした芸術受
容（鑑賞行動）の実態にアプローチを試
みるため、近代日本における芸術ジャン
ルについて、それぞれのジャンルにおけ
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る受容者を比較分析し、さらに一般化す
ることが必要であると考えられる。 
 
２． 研究の目的 
芸術受容と受容者について各ジャン
ルにおける特殊性・独自性を確認する一
方で、より一般的な受容（鑑賞行動）の
様態を受容者（観者、聴衆、観客、読者）
に即して解明することを目指す。 
そして研究の対象として以下を設定
した。 
① 芸術の個別ジャンルにおける受容
者の鑑賞行動の研究 
② 芸術の受容のシステムと受容者の
鑑賞行動の一般的な様態の研究 
この研究から派生すると考えられる領
域として、以下が想定される。 
③ 複数の領域にまたがる芸術の受容
者の鑑賞行動の研究 
 
３． 研究の方法 
専門性（ジャンル）の枠を超えるという
方針から、美術史、演劇学、音楽学とい
った単純な縦割り的なジャンルを優先
した研究グループを組織せず、個別的な
テーマを、芸術の受容者という大テーマ
に即して探究し、その研究成果を定期的
に開催する研究会で発表することで、相
互に芸術の受容と受容者への認識を深
め、同時に各自の領域においてその共有
された認識をフィードバックするとい
う方法を採ることにする。ただし、個別
テーマにおいても、共通的な研究対象と
して写真や記述を収集して、報告に際し
て極力その成果を盛り込むようにする。 
なお、研究上で予想される方法的な困
難についていえば、受容者の多様性にど
こまで迫ることができるかという問題
があるが、その多様性が浮彫になるよう
な現象を洗い出し、丁寧に分析すること
で対処することにする。 
 
４． 研究成果 
(1)本研究においては、3 年間を通して、
連携研究者のほか、ジャンルにこだわら
ずに話題提供を求めて、さまざまな形の
芸術受容と芸術受容者について討議を
行った。研究成果として最も重要なこと
は、その議論の土台となる基礎的な資料
が多様に求められるということであっ
た。 
(2)話題提供されたテーマとは、以下に
簡略化して示すが、時代もジャンルにお
いても、多彩なものであり、所期の研究
目標にかなったものであった。 
・日中戦争期から太平洋戦争期までの兵
士と絵画表現（河田明久、千葉工業大学
准教授） 
・夢二の受容について雑誌における「見
ること」「描くこと」「語ること」の連鎖
（高橋律子、金沢 21世紀美術館学芸員） 
・戦前から戦後の女性アクション映画の
ジェンダー論的検討（鷲谷花） 
・1970年代の「アニメ・ブーム」の受容
（木村智哉） 
・2003年「ペリクーズ」にみる蜷川幸雄
の観客と劇評（菊池あずさ） 
・昭和 30 年代の松竹資料に基づく観客
動向（中野正昭） 
・宝塚の海外公演とその越境性（山梨牧
子） 
・17世紀オランダ絵画にみる「新世界」
の受容（尾崎彰宏） 
・宝塚の観客層について（鈴木国男） 
・板垣鷹穂による『アサヒカメラ』誌上
の写真展月評（五十殿利治） 
・岸田国士作「風俗批評」における演劇
と観客（宮本啓子） 
・流通と読者からみる戦前期の外地書店
（日比嘉高） 
・アメリカで上演されたマックス・ライ
ンハルト演出「奇蹟」について（大林の
り子） 
・築地小劇場の興行の実態（阿部由香子） 
・GHQ のメディア政策と演劇上演の検閲
について（川崎賢子） 
・油絵茶屋と下岡蓮丈作「台湾戦争図」
について（木下直之） 
(3)こうした話題提供において浮き彫り
になったのは、受容研究の議論が立脚す
ることが可能な基礎的な資料の多様性
である。研究会で紹介された、戦後に松
竹の調査室が作成した観客層分析はま
さに得難い基礎資料である。 
 しかし、受容の調査ではそうした好個
の材料はまれであることも疑いない事
実であるのだが、角度を変えてみると、
多様な典拠を見いだすことができる。劇
評や月評は受容という点では基本的な
資料となる。また、雑誌というメディア
の機能を再検証することで、受け手にと
どまらない読者の存在が浮かびあがっ
てくる。流通という視点から書店の活動
を考察したり、同一人物による長期間の
月評も定点観測の意義を帯びる。劇団の
機関誌に掲載された地方巡業の記録か
ら各地後援組織の実態に迫ることも可
能である。あるいは、画像を精密を読み
込み、一点の静物画から「新世界の驚異」
を受け止めるという視点が示された。 
 このように研究の土台となるべき資
料は多様にして発掘することが可能で
あり、受容者研究の発展が期待できるの
である。 
  
(4)本研究の最終的な共同研究の成果と
して報告書を、研究代表者、連携研究者、
海外連携研究者、研究協力者の寄稿を集
めて、公刊したので、以下に目次を掲げ
る。 
①女優誕生― ＜明治＞から＜大正＞
へ、女が文化を変えた（井上理恵） 
イタリア・ファシズム期の展覧会美術 
―シエナの画家ブルーノ・ボンチ
（1914-1944）を中心として（上村清雄） 
②台湾戦争図再考（木下直之）     
③昭和戦前期日本の映画観客について
の覚書― 映画法施行前後の『国際映画
新聞』から（古川隆久）     
④GHQ メディア政策と、戦後占領期の演
劇上演をめぐって―芸術受容者の研究
（川崎賢子） 
⑤歌劇雑誌にみる浅草オペラの一断面
（京谷啓徳） 
⑥書店資料から読む外地の読者―『全国
書籍商総覧』（1935 年）を用いて（日比
嘉高） 
⑦築地小劇場における観衆の形成と変
化― 1924年から 1927年まで（阿部由香
子） 
⑧1924年アメリカ公演『奇蹟』をめぐっ
て―海外公演の舞台演出とその受容（大
林のり子） 
⑨1929 年ドイツにおける写真展「Film 
und Foto」の展示に関する研究（江口み
なみ） 
⑩植民地時代のシドニーにおける美術
受容の端緒（寺門臨太郎） 
⑪昭和戦前期モダニズムとアマチュア
写真― 板垣鷹穂の写真展月評 『アサ
ヒカメラ』1933 年～1942 年（五十殿利
治） 
⑫ American Consumption of Japanese 
Design and Development of ‘Japanese 
Modern’ during the Occupation and 
Cold War（Yuko Kikuchi）  
(5)研究目的に照らしてみて、研究成果
としては必ずしも当初掲げた目標の鑑
賞行動の一般的様態の把握が達成され
ていないのはいなめない。しかし、すで
に述べたように、本研究の最も困難な点
は実証的な検証を行うことであり、その
点で、基礎的な資料の多様性を確認した
ことは、今後の受容史的な研究の発展に
繋がるものであり、大きな成果と考えら
れる。 
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